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I-1-1 

第 1 章  プロジェクトの概要 

1.1 プロジェクトの背景  

フィリピンでは、2005 年からの 10 ヶ年で自然災害によって約 2 万人が死亡・行方不明となり、の

べ約 7,500 万人が被災、1,829 億ペソの経済損失が生じるなど、自然災害被害が甚大であり、同国

の社会・経済に致命的な影響をもたらしている1。このうち、被災人口の 70％が台風・モンスーン

による降雨・洪水、24％が高潮・高波によるもので、風水害が主要な災害となっている。 

プロジェクトサイトであるダバオ市は、ミンダナオ島南部に位置するフィリピン第 3 の都市であ

り、ミンダナオ島最大の都市である。ダバオ市は従来、台風の進路からは外れており、洪水被害が

比較的少ない地域であったが、近年は洪水被害が多発している。2011 年には、ダバオ川及びマテ

ィナ川の洪水により 30 人が命を落としているほか、2013 年にはダバオ川の氾濫により被災者数

2,500 人を超える大規模な洪水被害が発生、2017 年には台風 Vinta の影響で 22,911 世帯が洪水被害

を受けた。さらに、数時間以上続く内水氾濫が毎年発生し、交通・経済活動を麻痺させているほか、

海岸線が 60km 続く地形的特性もあり、満潮時の雨水排水不良や、高潮による湛水被害が発生して

いる。 

このようにダバオ市では洪水被害が頻発しているにも関わらず、水系一貫した河川氾濫対策のた

めのマスタープラン（M/P）が策定されていない。フィリピン公共事業道路省（Department of Public 
Works and Highways：以下 DPWH）では治水予算が増加しているものの、M/P の未整備により治水

対策事業を立案・実施できないため、予算を適切に執行できていない。全国 18 の大河川水系の内、

10 河川において河川洪水対策のための M/P の策定が実施されてきたが、大半が、1980 年代～1990
年代前半に策定され、その後に見直し及び更新が行われた M/P は、5 河川（カガヤン、アグサン、

パシグ・マリキナ・ラグナ湖、タゴロアン、カガヤン デ オロ）に留まる2。さらに、これら 5 河

川の M/P 及びフィージビリティ調査（F/S）は全て JICA の技術協力で実施されており、DPWH が

独自に M/P 策定もしくは F/S を実施した河川は存在しない 2。排水改善についてはダバオ市が 1998
年にダバオ市内 6 地区にかかわる M/P を策定しているものの、ダバオ川の洪水対策に対しては未

だ M/P の策定は未着手の状態である。今後、ダバオ川を含めた大河川の洪水対策を対象として M/P
の策定を実施するとともにドナーの技術協カなしにフィリピン政府が独自に M/P 策定を実施でき

る能カの強化が重要な課題となっている。 

このような状況から、フィリピン政府はダバオ市での治水対策にかかる M/P 策定と F/S 実施への

支援を日本政府に要請した。これに応え、JICA は本調査に係る詳細計画策定調査を実施し、DPWH
との間で 2017 年 8 月 11 日に会議議事録（M/M）を 2018 年 4 月 23 日に協議記録（R/D）を確認・

署名し、本事業を実施することに合意した。 

フィリピン国およびダバオ市の開発計画における治水対策・洪水管理の位置づけ 

フィリピン国の開発計画では、洪水管理は水資源の中の一分野としてインフラ開発促進対象の一

 
1 フィリピン国防災セクター戦略策定のための情報収集・確認調査（2017 年 2 月）ファイナルレポート、JICA 
2 要請が実施された 2017 年段階での数字・内容 
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つとして位置づけられ、洪水リスク地域に対する対策実施地域の割合をその指標とし、マスタープ

ランに基づく適時の投資が求められている。また、ダバオ市の開発計画では、開発戦略の一つとし

て、災害に強い都市マネジメントと住みやすい都市環境が謳われており、本プロジェクトは、この

戦略に直接関係し、ダバオ市の洪水被害の軽減に寄与し、ひいてはダバオ市の発展に貢献するもの

である。 

1.2 プロジェクトの目的  

本プロジェクトの目的は、フィリピン国ダバオ市を流れるダバオ川、マティナ川、タロモ川流域に

おいて、総合治水対策 M/P（3 河川の外水対策、市内の内水対策、高潮対策を含む）の作成、及び

優先事業に対する F/S を実施することにより、同地域での治水対策が実施され、もってダバオ市の

洪水被害の軽減に寄与することである。 

(1) 提案計画の活用目標 

総合治水対策 M/P 及び F/S の結果がフィリピン政府に承認される。 

(2) 活用による達成目標 

ダバオ市の洪水被害が軽減される。 

(3) 期待される成果 

成果１：ダバオ川、マティナ川、タロモ川流域の総合治水対策M/P 
成果２：優先事業のF/S 
成果３：DPWH職員の洪水対策M/P策定能力強化 

1.3 プロジェクト対象地域 

事業対象地域は、対象地域図に示される通り、ダバオ市街地を含むダバオ川流域、マティナ川流域、

およびタロモ川流域である。 

1.4 事業実施機関  

事業実施機関は DPWH であり、カウンターパート（C/P）機関は DPWH とダバオ市である。 

1.5 プロジェクトスケジュール  

1.5.1 プロジェクトの全体工程  

プロジェクトは図 1.5.1 の上図に示すように、2018 年 11 月に開始され、2020 年 10 月までの 24 か

月間にわたって実施される予定であったが、コロナの影響等を受け工程が見直され、図 1.5.1 の下

図に示すように、2023 年 7 月までの 57 ヶ月に延長された。  
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当初予定 

 

 
変更後予定 

出典：プロジェクトチーム 

図 1.5.1 プロジェクトの全体スケジュール 

フィリピン国内における活動は、日本国内での準備作業ののち、2018 年 11 月 11 日に、JICA ミッ

ションとプロジェクトチームの現地入りと同時に開始された。インセプションレポートについて

の DPWH およびダバオ市との協議は、現地入り後の 11 月 12 日から 11 月 15 日にかけて行われ、

プロジェクトの目的、スケジュール、適切な実施方法などについて協議が行われた。また、運営

委員会へのインセプションレポートの説明・協議は、第 1 回運営委員会会議として 2019 年 1 月 23
日に行われた。 

一連の協議や意見交換ののちに、DPWH および運営委員会と JICA プロジェクトチームは、イン

セプションレポートや、協議された主要点について合意した。 

プロジェクトは以下の 3 ステージに分けて実施された。 

[ステージ1] 基礎調査ステージ: 2018年11月から2019年8月（10ヶ月） 
[ステージ2] M/P調査ステージ: 2019年9月から2020年2月（6ヶ月）（当初予定） 

 2019年9月から2021年1月（17ヶ月）（変更後予定） 
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[ステージ3] F/S調査ステージ: 2020年3月から2020年8月（6ヶ月）（当初予定） 
 2021年2月から2022年7月（18ヶ月）（変更後予定） 
 （2022年7月に現地活動を終えたのち、環境審査、ドラフトファ

イナルレポート協議、環境社会配慮助言委員会等を経て、ファ

イナルレポートは2023年7月に作成された） 

1.5.2 [ステージ 1] 基礎調査ステージ  

(1) 活動内容 

基礎調査ステージにおける調査は、表 1.5.1 に示す作業項目 1-1 から 1-20 に含まれる様々な情報

収集・現地調査、既存対策の評価、基礎的な解析、計画規模の検討、河川境界の設定案の作成な

どを、2018 年 11 月から 2019 年 8 月に至る期間に実施した。 

(2) 報告書 

2019 年 7 月までに行われたステージ１の全ての作業項目（タスク 1-1 から 1-19）に関わる調査・

検討結果を、プログレス・レポート（P/R）にとりまとめた。 

(3) 運営委員会 

上述の通り、第 1 回運営委員会会議は、インセプションレポートの説明・協議を目的として、

2019 年 1 月 23 日にマニラにて開催された。 

第 2 回運営委員会会議は、プログレスレポートの説明・協議を目的として、2019 年 9 月 3 日にマ

ニラにて開催された。一連の協議や意見交換ののちに、DPWH および運営委員会と JICA プロジェ

クトチームは、プログレスレポートや、協議された主要点について合意した。 

表 1.5.1 作業項目（ステージ 1、ステージ 2、ステージ 3 および全期間） 

作業項目 作業内容 
ステージ 1：基礎調査 

1-1 既存資料のレビュー及びインセプションレポートの作成 
1-2 インセプションレポートの説明 
1-3 基礎情報の収集・整理、被害状況調査 
1-4 【洪水対策】既存洪水対策の評価 
1-5 【洪水対策】河川・地形測量（河道縦横断平面測量、河床材料調査、地盤高測量等） 
1-6 【洪水対策】雨量解析・水文統計解析 
1-7 【洪水対策】流出土砂量の推定 
1-8 【洪水対策】計画規模、計画対象降雨の設定 
1-9 【洪水対策】設計基準の提案 
1-10 【洪水対策】事業実施計画および維持管理計画の枠組みに係る現況調査 
1-11 【洪水対策】河川境界の設定案の作成 
1-12 【内水氾濫対策】既存雨水排水対策の評価 
1-13 【内水氾濫対策】雨量解析・流出解析 
1-14 【内水氾濫対策】計画規模の設定 
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作業項目 作業内容 
1-15 【内水氾濫対策】事業実施計画および維持管理計画の枠組みに係る現況調査 
1-16 【海岸】沿岸域測量（波浪、潮位、潮流等） 
1-17 【海岸】計画潮位、計画波浪、高潮対策の計画規模の設定 
1-18 【海岸】沿岸域における既存施設および家屋の状況調査 
1-19 事業評価基準の設定 
1-20 プログレスレポートの作成、提出、説明・協議 

ステージ 2 ：マスタープラン調査 
2-1 基礎情報の追加収集・整理及び計画規模の決定 
2-2 構造物対策の代替案の検討 
2-3 非構造物対策の検討及び提案 
2-4 【洪水対策】流出・氾濫解析 
2-5 【洪水対策】河床変動解析 
2-6 【洪水対策】土質・地質調査 
2-7 【洪水対策】構造物対策の施設概略計画 
2-8 【内水氾濫対策】内水氾濫解析 
2-9 【内水氾濫対策】各排水区における対策案の検討 
2-10 【内水氾濫対策】土質・地質調査 
2-11 【内水氾濫対策】構造物対策の施設概略計画 
2-12 【海岸】沿岸域での既存事業および将来の開発計画の影響評価 
2-13 【海岸】沿岸防護面での高潮、海岸侵食等に関する数値解析 
2-14 【海岸】構造物対策の施設概略計画 
2-15 戦略的環境アセスメントの考え方に基づいた環境社会影響も含めた代替案の比較検討 
2-16 総合治水対策マスタープランの策定 
2-17 予備的費用便益分析 
2-18 既設構造物に関する追加調査 
2-19 優先プロジェクトの選定及びカテゴリの見直し要否の確認 
2-20 優先プロジェクトに対する環境社会影響項目のスコーピング 
2-21 簡易住民移転計画の作成支援 
2-22 インテリムレポートの作成、提出、説明・協議 
2-23* M/P の実施促進策の検討 
（*作業項目 2-23 は、2021 年 2 月 18 日付変更契約書（第 2 回）にて追加された） 

ステージ 3 ：優先プロジェクトに対するフィージビリティ調査 
3-1 施設概略設計 
3-2 事業実施スケジュールの検討 
3-3 調達・施工計画の検討 
3-4 維持管理体制の検討と提案及び維持管理費の積算 
3-5 概略事業費積算及び資金計画の検討 
3-6 プロジェクト評価（EIRR） 
3-7 影響の予測・評価、緩和策、モニタリング計画の検討 
3-8 ドラフトファイナルレポートの作成、提出、説明・協議 
3-9 ファイナルレポートの作成、提出、説明・協議 

全期間 
4-1 オンザジョブトレーニング（OJT）及び技術移転 
4-2 運営委員会（Steering Committee）等各種会議の開催支援 
4-3 本邦研修 
出典：プロジェクトチーム 
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1.5.3 [ステージ 2] マスタープラン調査ステージ  

(1) 活動内容 

マスタープラン調査ステージにおける調査は、表 1.5.1 に示す作業項目 2-1 から 2-22 に含まれる、

洪水対策、内水氾濫対策、海岸に係る分析を通じた総合治水対策マスタープランの策定を、2019
年 9 月から 2021 年 1 月に至る期間に実施した。 

(2) 報告書 

2021 年 1 月までに行われたステージ２の全ての作業項目（タスク 2-1 から 2-22）に関わる調査・

検討結果を、インテリム・レポート（IT/R）にとりまとめた。 

(3) 運営委員会 

第 3 回運営委員会会議は、2020 年 11 月に遠隔にて開催され、IT/R に示された調査結果、評価や

解析の結果および MP や優先プロジェクトなどについて協議を行った。また、優先プロジェクトに

ついてのさらなる議論を目的とし、第 4 回運営委員会会議が 2021 年 2 月に遠隔にて開催された。 

1.5.4 [ステージ 3] 優先プロジェクトに対するフィージビリティ調査ステージ  

(1) 活動内容 

優先プロジェクトに対するフィージビリティ調査ステージにおける調査は、表 1.5.1 に示す作業

項目のうち、ステージ 2 の作業項目の一部（2-6、2-20、2-21、2-23）および作業項目 3-1 から 3-9
に含まれる、マスタープランの補足検討および優先プロジェクトに係る各種検討を、2021 年 2 月

から 2022 年 7 月にかけて実施した。また、作業項目 4-1 から 4-3 に示す全期間にわたる活動もス

テージ 1・2 に続き実施した。 

(2) 報告書 

2022 年 2 月までに行われたステージ３の作業内容を中間レポートにとりまとめた。また、2022 年

9 月に、ステージ１からステージ３までの調査結果を基にドラフトファイナルレポートを作成し、

ドラフトファイナルレポートに対するフィリピン側関係者および JICA 環境社会配慮助言委員会の

コメントを受け、コメントに応じた修正および情報・データ・提言を加え、2023 年 7 月にファイ

ナルレポートを作成した。 

(3) 運営委員会 

ドラフトファイナルレポートの内容説明および協議を目的とし、2022 年 11 月に第 5 回運営委員会

会議を開催した。 
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1.6 運営委員会の構成、技術作業部会の構成 

(1) 運営委員会の構成 

運営委員会の設置および開催は 2017 年 8 月 11 日付会議議事録（M/M）にて約束され、プロジェ

クトの開始後の 2018 年 12 月 10 日に発出された DPWH の特定指示書 2018 年 167 号（Special Order 
No, 167 Series of 2018）で、委員会の構成が以下の通り決定された。 

(a) 議長 

 EMIL K. SADAIN, CESO I,  DPWH 統合事業管理室（UPMO）運営サービス担当次官 

(b) 副議長 

 CONSTANTE A. LLANES JR.,  DPWH 計画サービス局長 

(c) フィリピン側メンバー  

 PATRICK B. GATAN, CESO III,  DPWH 洪水対策管理局（FCMC）プロジェクト局長  
DPWHの特定指示書2019年103号（Special Order No. 103 Series of 2019）にて 
RAMON A. ARRIOLA III, CESO III氏に交代 

 LEA N. DELFINADO, CESO IV,   DPWH 設計部（BOD）局長 
EDWIN C. MATANGUIHAN氏に交代 

 ALLAN S. BORROMEO,    DPWH リージョンXI地方事務所長  
DPWHの特定指示書2020年102号（Special Order No. 102 Series of 2020）にて 
REY PETER B. GILLE 氏に交代 

 ALMARIO M. MONTON,    DPWH 地域事業管理室プロジェクト部長 

 WILFREDO G. AGUILAR,    DPWH ダバオ市地区技術事務所１所長  
DPWHの特定指示書2019年95号（Special Order No. 95 Series of 2019）にて 
RICHARD A. RAGASA氏に交代 

 国家経済開発庁（NEDA） 代表者 

 内務地方自治省（DILG） 代表者 

 環境天然資源省（DENR） 代表者 

 科学技術省（DOST）代表者 

 気象天文庁（DOST-PAGASA）代表者 

 気候変動委員会（CCC）代表者 

 ミンダナオ開発庁（MinDA） 代表者 

 ダバオ市 技術事務所 代表者 

 ダバオ市 計画・開発事務所 代表者 

 ダバオ市 災害リスク削減管理事務所 代表者 

 国家経済開発庁（NEDA）リージョンXI地方事務所 代表者 
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(d) 日本側メンバー 

 JICA本部およびJICAフィリピン事務所 代表者 

 DPWH – JICA 洪水管理専門家 

特定指示書 2018 年 167 号にて規定された運営委員会の役割は以下の通りである。 

a)  報告書の精査、協議および承認  
b)  プロジェクトの進捗の精査 
c)  プロジェクト実施中に起きうる主要課題ヘの見解や意見交換 
d)  プロジェクトの成功および期待される成果の確保 

運営委員会は、合計 5 回（2019 年 1 月 23 日、2019 年 9 月 3 日、2020 年 11 月 24 日、2021 年 2 月

10 日、2022 年 11 月 8 日）開催された。 

(2) 技術作業部会 

技術作業部会の設置は 2017 年 8 月 11 日付会議議事録（M/M）にて約束され、運営委員会の支援

を目的として、特定指示書 2018 年 167 号にてその構成が下記の通り決定された。 

(a) 議長 

 ALEJANDRO A. SOSA, CEO VI,  DPWH 統合事業管理室（UPMO）洪水対策管理局（FCMC）
プロジェクト部長III 

(b) 副議長 

 NENITA R. JIMENEZ,          DPWH 計画サービス局 部長 

(c) フィリピン側メンバー  

 DOLORES M. HIPOLITO, DPWH UPMO-FCMC プロジェクト部長III 
（DPWHの特定指示書2019年32号（Special Order No. 32 Series of 2019）にて追加） 

 ROSEMARIE B. DEL ROSARIO, DSD,  DPWH 計画サービス局環境社会保護部長  

 MAXIMINA M. RAZON,    DPWH UPMO-FCMC プロジェクト部長I 

 国家経済開発庁（NEDA） 代表者 

 市民防衛局（OCD） 代表者 

 環境天然資源省（DENR）河川流域管理事務所（RBCO） 代表者 

 気象天文庁（PAGASA）代表者 

 国家水資源委員会（NWRB） 代表者 

 国家灌漑庁（NIA） 代表者 

 DPWH 計画局 

 DPWH リージョンXI地方事務所 
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 DPWH 地域事業管理室 

 DPWH ダバオ市地区技術事務所１ 

 ダバオ市 技術事務所 

 ダバオ市 計画・開発事務所 

 ダバオ市 災害リスク削減管理事務所 

技術作業部会は、合計 3 回（2019 年 1 月 25 日、2019 年 8 月 29 日、2019 年 11 月 21 日）開催され

た。 
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第 2 章  基礎調査及び現状分析 

2.1 対象地域の概要 

事業対象地域であるダバオ市街地を含むダバオ川流域、マティナ川流域、タロモ川流域は、大部分

の地域がミンダナオ島内の 6 つの地方の一つであるダバオ地方に位置し、行政上は第 11 管区を中

心に第 10 管区と第 12 管区にまたがり、特別市であるダバオ市と 3 つの州（ブキドノン州、ダバ

オ・デル・ノルテ州、ノース・コタバト州）により構成されている（冒頭の事業対象地域位置図参

照）。対象地域の大部分はフィリピン国第 3 の都市であるダバオ市が占め、対象地域の南部の海沿

いにダバオ市の市街地が広がっている。 

2.2 自然条件 

2.2.1 対象流域と周辺地形  

ダバオ市の市街地が広がる対象地域の南東部、ダバオ川の下流部、マティナ川流域、タロモ川流域

の南東部は、比較的平坦な低平部である。3 河川の下流部と内水氾濫の対象となる市街地のほとん

どは、標高が 100m かそれ以下である。 

ダバオ川本川源流はブキドノン州南東部の山地に発し、支川を取り込みながら、Marilog、Lacson、
New Valencia、Mandug といった街を貫流し、ダバオ市内を流下したのち、約 191km の流路を経て

最終的にダバオ湾に注ぐ。ダバオ川の流域面積は 1,755km2 であり、流域の 66%がダバオ市に、残

りがダバオ・デル・ノルテ、ブキドノン、ノース・コタバト州に属する。 

ダバオ川は、河口 170km より上流（支川 S1 合流点より上流）の河床勾配は 1/30 以上と急峻であ

り、支川のTamuganが合流する 67km付近までは 1/200-1/400、Tamugan から 30km地点までは 1/200、
15km から 30km 地点間は 1/700-1/800、既成市街地が立地する 15km よりも下流の区間では 1/4000
程度と緩勾配である。本プロジェクトでは河口から Tamugan 合流点までを下流域、Tamugan 合流

点から支川 S1 合流点までを中流域、支川 S1 合流点よりも上流を上流域と呼ぶ。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.2.1 ダバオ川本川の河床勾配 
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マティナ川本川はダバオ市街地の北西部の丘陵地に発し、Matina Biao、Tacunan、Matina Pangi、Matina 
Crossing といったバランガイを貫流し、ダバオ市内を流下したのち、約 24km の流路を経て、ダバ

オ湾に注ぐが、現状で河口部はタロモ川と一体になっている。マティナ川の流域面積は約 70km2 で

あり、流域すべてがダバオ市に属する。マティナ川は、河口 15km より上流の河床勾配は 1/50 以上

と急峻であり、10km から 15km 地点間は 1/120-1/400、10km より下流は 1/700 程度の勾配である。 

タロモ川本川源流はアポ山に発し、主に右岸側から支川を取り込みながら、Wangan、Calinan、Los 
Amigos、Tugbok といったバランガイを貫流し、ダバオ市西部を流下したのち、約 54km の流路を

経てダバオ湾に注ぐ。タロモ川の流域面積は 204km2 であり、流域のほぼ全てがダバオ市に属する。

タロモ川は、河口 30km より上流の河床勾配は 1/20 以上と急峻であり、6km から 30km 地点間は

1/70-1/110、市街地化している 6km より下流の区域では 1/700 程度の勾配である。 

図 2.2.2 に対象 3 河川の河床勾配を示す。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.2.2 ダバオ川、マティナ川、タロモ川の河床勾配 

ダバオ川、マティナ川、タロモ川の基礎データ（流路延長、流域面積、比流量）を表 2.2.1 に示す。 

表 2.2.1 対象 3 河川の基礎データ 

River Length 
(km) 

Basin Area 
(km2) 

Specific Dischage during Flood * (m3/s/km2) 
Return Period (years) 

2 5 10 25 50 100 
Davao 191 1755 0.84 0.96 1.06 1.22 1.35 1.47 
Matina 24 70 3.66 4.18 4.59 5.30 5.85 6.39 
Talomo 54 204 2.42 2.76 3.04 3.50 3.86 4.22 
*：Calculated by using method in “Specific Discharge Curve, Rainfall Intensity Duration Curve, Ishohyet of Probable 1-

day Rainfall, March 2003, DPWH & JICA” 
出典：プロジェクトチーム 
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2.2.2 水文・気象 

調査対象地域の気候は熱帯気候に属し、PAGASA の気候区分図上では、タイプⅣの気候区分に分

類される。タイプ IV は一般的に、降水量が年間を通じて均等に分布する気候であり、フィリピン

東部沿岸に分布する気候区分タイプⅡと同様に乾季を持たない。 

ダバオ市周辺の年間降雨パターンを図 2.2.3 に示す。2008 年から 2012 年の PAGASA のダバオ市

DAVAO DEL SUR 気象台における気象データによれば、年平均気温は 28°C、各月の平均気温から

気温の変動は 27°C から 29°C 程度であり、年間を通じての気温の変動は小さい。降水量につい

ては、年間を通じて毎月 100mm 程度以上の降雨量があり、平均年間降水量は約 1850mm である。

最も降雨量の少ない 4 月の平均月間雨量は 110mm、降雨量の多い 6 月の平均月間雨量は 200mm 程

度である。ダバオ市の降雨傾向は 5 月から 10 月下旬まで降雨量が多く、比較的降水量の少ない時

期は 11 月から 4 月となっているが、月別雨量をみると先述の平均月別雨量傾向とは、降雨傾向が

異なる年が見受けられ、雨季、乾季の区別は明瞭にはなっていない。 

 

出典：PAGASA 

図 2.2.3 ダバオ市周辺の降雨パターン 
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2.2.3 自然環境 

(1) 自然環境  

ダバオ市および周辺地域は、熱帯雨林地域に属し、森林資源、自然生態系に富んだ地域として知ら

れている。しかし、近年開発に伴う森林伐採においてこれら資源の減少が問題視されている。2016
年では、北部地域、Kitaotao、Quezon および Sanfernando を含めると森林地域は 16％とされている。 

DENR はダバオ市をはじめとする自治体と協力して森林保全のための対策を実施している。DENR
が示した保全区域をベースにダバオ市では、森林地域を２区分（Primary Conservation、Secondary 
Conservation。現在、土地利用計画のアップデートを図り、新たに“Ptorection Forest”、“Producation 
Forest”として区分けを検討中）に分けて管理方針を立てている。このうち Secondary Conservation
（Production Forest）はエコツーリズムを中心とした持続的利用に供することが認められている。図 
2.2.4 に、対象地域の保護区、森林保全地区、IBA/KBA1を示している。事業対象域には、IBA の指

定はない。 

 
1 IBA: Important Bird and Biodiversity Areas, KBA: Key Biodiversity Areas, mean sites contributing significantly to the global 

persistence of biodiversity’, in terrestrial, freshwater and marine ecosystems. (IUCN 2016) 
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出典：DENR、CPDO を基にプロジェクトチーム作成 

図 2.2.4 調査対象域の保護区および保護林の分布 

フィリピン国の法制度により規定されている保護区として、表 2.2.2 に示す３ヶ所（陸域２か所、

海域１か所）が指定されている。 

①  

② 

③ 

IBA/KBA 
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表 2.2.2 対象地域周辺の保護区 

名称 面積 (ha) 指定年 概要 
1 Mt. Apo National Park  64,000 1936/ 

1996/ 
2004 

フィリピン最高峰に位置し、272 種の野鳥のうち

111 種が絶滅危惧種に指定されている。フィリピ

ンの国鳥であり、世界最大の猛禽類であるフィ

リピンワシの生息域でもある。 
2 Malagos Protected 

Landscape 
235 1933 フィリピンワシ研究センターを始め観光地とし

ても有名である。ダバオ市の水供給源である。 
3 Samal Island Protected 

landscape/ Seascape 
7,050 1981 ダバオ市と、真珠の養殖や観光で知られるサ

マール島との間に位置している。DENR はダバ

オ湾沿岸の藻場を海洋保護区に指定している。 
各番号は、図 2.2.4 の番号と対応する。 
出典：DENR 

 

国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストによると、対象地域において 282 種の貴重種が確認さ

れており、表 2.2.3 の 6 種は絶滅危惧種に指定されている。 

表 2.2.3 対象地域周辺で確認されている絶滅危惧種 

一般名 種 学名 IUCN のカテゴリー1) 
Philippine Cockatoo Birds Cacatua haematuropygia CR 
Philippine Eagle Bird Pithecophaga jefferyi CR 
Largetooth Sawfish Fish Pristis pristis CR 
Philippine Crocodile Reptile Crocodlus mindorensis CR 
Mindanao Fanged Frog Amphibia Limnonectes magnus NT 
Hawksbill Turtle Reptile Eretmochelys imbricata CR 
出典：DENR、IUCN (https://www.iucnredlist.org/) および Mount Apo Foundation, Inc. 

(http://www.mafi.org.ph/information/featured_topics/ft_sub_04.html)を基にプロジェクトチーム作成 
1) CR：絶滅危惧種、NT：準絶滅危惧種 

 

また、優先事業、F/S で実施した EIS 結果によると、植物では、Narra（IUCN カテゴリーEN、地域

住民による栽培）、Mangapaho（ウルシ科、NT）、動物では、フィリピンドーンバット (Philippine dawn 
bat、NT)が確認されており、マティナ・タロモ流域でも同様の生息が予測される。 

フィリピンワシは、フィリピン国の国鳥に指定されているが、対象地域に最も近い生息域はアポ山

周辺である。タロモ川源流域はアポ山周辺であり、構造物を伴った洪水対策は計画に含めないこと

とした。 
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出典：PEF, Davao City 

図 2.2.5 フィリピンワシの主な生息域 

フィリピンワシの生態 

概要 
フィリピンワシは、フィリピンでもっとも大型な猛禽類の一種

で国鳥に指定されている。同国では主に、ルソン島、サマール

島、レイテ島及びミンダナオ島に生息している。IUCN で絶滅危

惧種に指定されており、野生ではわずかに 400 ペアしか確認さ

れていない。 

フィリピンワシは、“猿食い鷲”と呼ばれているが、コウモリ、

ジャコウネコ、ムササビ、その他の猿、トカゲ等、多種類の動

物を捕食する。 

主にフタバガキを中心とする森林域に生息し、１ペアで 400～
1,100ha の生息域を必要とすると言われている。アポ山は主要な

生息域の一つだが、標高 2,000m 以上でフタバガキ科の森林域

がみられる。また、標高 1,200～1,500m での山岳森林域、シリブガカシ、クスノキ、クジャクヤシ

等、も主要な生息域である。 

棲息の阻害要因 
フィリピンワシの生息を阻害する要因としては、以下が挙げられる。 

 森林伐採 
 違法狩猟 
 土地利用、植生の変化 
 鳥インフルエンザ等の感染症（ミンダナオではまだ確認されていない） 

PEF で飼育されているフィリピン
ワシ（出典：プロジェクトチーム） 



ダバオ市治水対策マスタープラン策定プロジェクト ファイナルレポート 
  

 

I-2-8 

取り組み 

フィリピンワシの生態調査、保護活動を行っている機関としては、Philippine Eagle Foundation (PEF)
があり、民間の非営利団体で、1987 年に設立され、以下のような保護活動を行っている。 

1. 保護・繁殖プログラム 

フィリピンワシを保護し、野生に戻す、あるいは PEF での繁殖に努めている。また、傷つい

たフィリピンワシを保護し、治療する活動の支援を行っている。また、自然状態での繁殖やつ

がいの調査・支援に加え、人工繁殖も試みている。 

2. 調査研究 

主に以下の調査研究を実施している。 

 棲息域の管理計画、ライフサイクルに関する研究 
 繁殖域管理計画の作成と実施、ハッチ状に点在する森林域を繋ぐ森林回廊の育成 

また、これらの活動を通じ、他の諸島域（現在はルソン島、レイテ島で展開）での活動を支援

している。 

3. 環境教育 

PEF は、市民に対して保護意識や野生動物の保護に対する知識の向上を目的として環境教育

活動を実施している。 

4. 基金設立 

例えば以下の組織らと協同して保護活動に対する資金調達や基金の設立に寄与している。 

NGOs:  
- Peregrine Fund 
- Interfacing Development Interventions for Sustainability 

大学:  
- フィリピンミンダナオ大学 
- アテネオ大学ダバオ校 
- サザンフィリピン大学 

政府組織:  
- ダバオ市 
- DENR：森林管理局、生態系管理局 

ダバオ市の取り組み 

ダバオ市は、少数民族・先住民族グループのコミュニティ活動である"Bantay Bukid (Forest Guard) 
initiative”を通じて 200 人のボランティア森林監視員を育成し、月額 2,000 ペソを提供し、生息域

のパトロールを実施している 

DENR の取り組み 

DENR は、野生動物の保全・保護に関する法令 9147（2001）に基づき、野生動物の保全・保護、

再生、棲息域の強化を図っている。この活動の主な目的は以下のとおりである。 

(i) 野生動物の持続的利用 
(ii) 特定外来生物（IAS: Invasive Alien Species）の管理 
(iii) 関連法制度の遵守強化 
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マングローブは、図 2.2.6 の地図および写真に示されるように、マティナ/タロモ川河口付近に点在

している。近年、開発、土地の利用により伐採されたり、不適切な維持で消失し、減少しているが、

これに対し、NGO 等がマングローブの苗木を育成し、植林を行っている。ステークホルダー協議

において、“防災林としてのマングローブ”を紹介し、同意を表明した参加者もいた。また、自然

保護やレクリエーション（遊泳、散策、釣り等）、エコツーリズムへの期待も議論された。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.2.6 調査対象域、マティナ・タロモ地区のマングローブ 

①マングローブ苗の育成 
② 

① 

②海岸沿いのマングローブ 
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フィリピン国全体では、近年再緑化の努力を通じて、森林面積は回復傾向にある。これは、行政命

令（Executive Order/E.O.）第 26 号に基づいて、2011 年から 2016 年にかけて国家緑化プログラム

（National Greening Program/NGP）が推進されたためである。同プログラムによって、6 年間にわた

り 170 万ヘクタールの土地に 13 億本の苗木が植えられたとされている。加えて、行政命令第 193
号（E.O. 193）に基づいて、NGP は 2028 年まで延長され、拡大国家緑化プログラム（Expanding the 
National Greening Program/ENGP）と名付けられた。本プログラムでは、全国に残存する非生産的で

荒廃・劣化した林地 710 万ヘクタールを緑化することが目的である。 

本プロジェクトの対象であるダバオ川流域においても、緑化プログラムは推進されている。下図に

示すように、2011 年以降緑化プログラムが継続的に進められ、2014 年には年間として最大の 2074.9
ヘクタールにおいて、緑化プログラムが進められた。2016 年以降では規模は縮小しているものの、

2022 年現在においても継続的に活動が行われている。なお、緑化プログラムはダバオ川中流域で

主に進められているため、ダバオ川下流部を対象とする本プロジェクトの治水構造物対策の影響

は限定的である。 
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出典：DENR XI 

図 2.2.7 ダバオ川流域における緑化プログラムの実施状況 

(2) 地質・地形 

調査地域の地形は、北部および西部の山岳部と南部の低地で構成されている。西部に位置するアポ

山はフィリピン最高峰で海抜 2,954m で、西側～北部の丘陵地にかけて標高 1,000m 以上の山岳地

帯が広がっている。これらの地域は、傾斜 18%以上の斜面であり、開発規制がかかっている。 
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一方、南部の低地帯は、都市化され、急速に開発が進んでいる。 

なお図 2.2.8 で示されているように、ダバオ川の最下流区間（約 2 ㎞）は、現在 Bolton 橋が架かっ

ている場所から、1940 年当時は大きく蛇行して東方に河道が振れていた。これから、現在のダバ

オ川左岸側一帯がかつては未利用低地であり、もともと浸水しやすい土地が市街化していったこ

とが分かる。 

 
出典：U. S. Army, GoogleEarth 

図 2.2.8 1940 年代地形図でのダバオ川河口付近と現在との比較 

米軍作成の 1940 年代の地形図と Google Earth 画像の重ね合わせ 

上の地形図の河岸線・海岸線（黄色い線）と Google Earth 画像の重ね合わせ 

Bolton Bridge 
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(3) 自然災害 

1) 地震 

対象地域には、図 2.2.9 に示すように複数の活断層が確認されている。2013 年及び 2018 年に観測

された地震（マグニチュードはそれぞれ 5.7、7.2）は、ミンダナオ島の東南東の海洋底で発生した

ものであるが、近年、2019 年 10 月から 12 月にかけての地震の震源は活火山（有史での噴火の記

録なし）であるアポ山に集中し、観測体制が強化されている。 
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出典：PHIVOLCS 

図 2.2.9 活断層の位置 
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2) 地すべり 

地すべりの要因は、地質のほか傾斜に依存しているため、図 2.2.10 に示すように、北部地域でリ

スクが高まる傾向にある。 

 
出典：MGB 

図 2.2.10 対象地域の地すべりリスク  



ダバオ市治水対策マスタープラン策定プロジェクト ファイナルレポート 
  

 

I-2-16 

2.2.4 公害 

(1) 大気環境 

ダバオ市における調査対象域の図 2.2.11 に示す地点で実施された環境大気調査2の現況を表 2.2.4
に、Tril 地区における PM10 の経年変化を図 2.2.12 に示す。 

 
出典：ダバオ市バイパス建設事業、2015 

図 2.2.11 大気及び水質の測定地点 

表 2.2.4 大気の測定結果 

項目 
測定点 

TSP (ug/m3) NO2 (ug/m3) SO2 (ug/m3) CO (ppm) 

A3 128.1 2.4 4.6 <1.0 
A7 82.0 0.9 1.1 1.0 
フィリピン環境基準 1) 300 260 340 30 

日本国環境基準 2) 
200ug/m3 

（SPM として） 
0.04-0.06ppm 

（82-123ug/m3） 
0.1ppm 

（172ug/m3） 
10ppm 

出典：ダバオ市バイパス建設事業、2015 
1) DENR National Ambient Air Quality Standards for Source Specific Air Pollutants 
2) 環境省告示第 25 条、昭和 45 年 

 

 
2 ダバオ市バイパス建設事業、2015 

0            5           10km 
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出典：EMB XI 

図 2.2.12 PM10 の経年変化（2013～2016 年） 

近年の人口増加に伴う交通量の増加によるものと思われる大気汚染物質の上昇の傾向はみられる

が、概ね基準を満たしており、良好な環境が伺える。 

(2) 水質環境 

下表は、３河川の水質の現況を、図 2.2.13 は、ダバオ川全域の年間平均値の経年変化を示してい

る。 

表 2.2.5 水質の現況 

項目 
測定点 

DO (mg/L) TSS (mg/L) BOD (mg/L) 
Fecal coliform 

 (MPN/100mL) 
W2-Davao 7.6 82.0 0.5 9,200 
W3-Matina 7.3 2.0 2.0 9,200 
W4-Talomo 7.5 3.9 3.9 16,000 
Davao River1) 6.9 14.1 1.3 107,562 
フィリピン環境基準 2) > 5.0 30 7 1,000 
日本国環境基準 3) > 5.0 25 3 5,000 
出典：ダバオ市バイパス建設事業、2015 
1) EMB XI が実施したダバオ川下流域の平均（2016） 
2) DENR Administrative Oder (DO) No34-series of 1990 
3) 環境省告示第 59 条、昭和 46 年 
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出典：EMB XI 

図 2.2.13 TSS 及び Fecal Coliform の経年変化（2012～2016 年） 

生活排水に起因する Fecal Coliform（糞便性大腸菌）が高く、基準値を満たしていないが、その他

の水質項目では概ね良好な状態であった。ダバオ川の TSS は、高い濁りがみられたが、同時期（2016
年）の上流との比較では、平均値で差がみられず、最大濃度ではむしろ上流分で観測されたことか

ら、河川の地域的・地質的特性（周辺からの土砂流入）によるものと思われる。 

 

金鉱山による水銀汚染 

フィリピンには小規模の金鉱山が各所で操業

されており、1980 年代後半では 100 を超える

金鉱山が確認されていた（MGB、1998）。多く

は、家族・コミュニティ単位で操業されており、

就労環境、環境対策は脆弱で、1980 年代から水

銀の流域への流出による水生生物への影響、健

康被害が顕在化してきた。 

ミンダナオ島、北ダバオ州、ダバオ湾の奥に位

置するタグム市は、古くから金を中心とした鉱

物の輸出基地として知られていたことから、ア

グサン川流域には多数の小規模金鉱山が操業

していたが、1980 年代後半から水銀中毒によ

る患者が激増したと報告されている。 

保健省（DOH）が 2005 年に実施した調査によ

ると、年間 13.5 トンの水銀がダバオ湾に流入

し、市場に流通している水産物の一部が基準を

超える水銀を蓄積していると報告された。 

MGB 第 11 地域事務所は、特に顕著な汚染がみ

られたアグサン川支流のナボク川において河川土の浚渫・処理を実施し、2021 年に土壌の汚染状

況を調査し、急激な濃度低下を確認している。 

フィリピン国内の小規模金鉱山 
出典：MGB 

0     200   400km 
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なお、現在はこのような金鉱山の操業は禁止されており、MGB によると、1980 年代に 100 以上確

認された金鉱山は、2000 年代にはほぼゼロとなった。 

また、ダバオ川、及びマティナ川、タロモ川流域においては小規模金山の操業、またこのような水

銀による健康被害、水生生物への影響は確認されていない。EMB が実施している水質モニタリン

グでは、2017 年 3 月に 2 地点（Brdgy. Mandug 及び Maa）で、基準値（0.002mg/l 未満）をわずかに

超える 0.003mg/L を示したが、これ以降、基準値を超えた事例はなかった。 

 

2.3 社会経済 

2.3.1 社会経済状況 

(1) 人口 

ダバオ市はフィリピン第３（面積で最大）の大都市でミンダナオの経済の中心となっている。ダバ

オ市は近年人口増加、都市化が進み、2010 年から 2015 年の人口増加率は 2.3%であった。図 2.3.1
に人口分布を示す。 
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出典: DCPDO 

図 2.3.1 ダバオ市の人口分布 
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対象地域の LGU（ダバオ市、キタオタオ、ケソンおよびサンフェルナンド）の人口を表 2.3.1 に示

す。 

表 2.3.1 調査対象地域の人口 

LGU 人口 (千人) 年平均増加率 (%) 

Davao City1) 1,633 2.3 

Kitaotao2) 49 2.8 

Quezon2) 91 1.4 

San Fernando2) 50 2.3 
1) Year 2015, 2) Year 2010 
出典: Davao City CLUP, Bukidnon Provincial Statistical Profile, NSO. 

 

都市部のバランガイの平均人口密度は 43 人/ha、これに対し農村部では 1.5 人/ha である。人口密度

の最も高い地域は、ポブラシオンで 61 人/ha であった。 

 

(2) 経済 

主な経済活動は以下の通り。 

 サービス業（ダバオ市で 50.2％3） 
 工業（同、32%） 
 農業、漁業（同、17.8%）  

ダバオ地域の主要産業は、農業および漁業とされている。 

1) 農業 

調査地域の農業分布（土地利用）を図 2.3.2 に示す。 

 
3 NSO, 2017 
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出典: DCPDO および各 LGU 

図 2.3.2 土地利用（農業地） 
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ダバオ市での農業は、主に中～北部、Marilog、Calinan、Baguio などに集中しており、コメ/穀物、

ココナッツ、バナナが有名である。北部丘陵・山岳地では、キタオタオでは伝統的な農業（コーン、

サトウキビ、バナナ等）で知られている。サンフェルナンドでは、コメ、コーン、キャッサバ他、

高付加の穀物栽培が行われている。表 2.3.2 は、各地域の農産物を示している。 

表 2.3.2 農産物のタイプ 

Name of LGU Crops Fruits/ Vegetable Others 
Davao City Rice, Corn Banana, Pineapple, Citrus, 

Durian, Rambutan, Pomelo 
Coconut, Coffee, Cacao, 
Rubber 

Kitaotao Rice, Corn, Sugarcane, 
Cassava 

Durian, Mango, Lanzones, 
Rambutan, Jackfruit, Banana  

Rubber, Coconut, Peanuts/ 
Beans 

San Fernando Rice, Corn, Cassava Banana, Durian, Lanzones, 
Mango 

Abaca, Coffee, Coconut, 
Rubber, Falcata 

Quezon Rice, Corn, Sugarcane Banana, Durian, Vegetables, 
Legumes, Rootcrops, Mango 

Rubber, Coffee, Coconut 

出典: 各 LGU の CLUP  
 

2) 漁業 

ダバオ湾は、有数の漁業地域として知られており、ダバオ地域開発計画の報告では、2012 年の漁

獲量は 67,468 トンであった。マグロ、アンチョビ、ニシンが有名だが、淡水・汽水魚のティラピ

ア、ナマズもこの地域の特産として知られている。BFAR による漁業登録によると、この地域の漁

業グループ数は 2.27 万、このうち 9,900 グループは南ダバオ州に位置する。 

DENR および BFAR は、近年の水質汚染、土砂堆積、違法漁業により魚類の生息地域であるサンゴ

礁や藻場が消失していると警告している。 

ダバオ市沿岸部、ダバオ川河口部付近の主な漁場は、聞き取り調査によると、図 2.3.3 に示すよう

にダバオ川とマティナ/タロモ川の中間、Aplaya 半島の周辺、航路を挟んだ Samal 島側に多く、マ

グロ等の回遊魚はダバオ湾南側や Samal 島の東側に多い。ダバオ川河口部にはまとまった漁村（コ

ミュニティ）は確認されず、一部の住民がボートを所有し、沖合で漁業を営んでいる。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.3.3 ダバオ市付近の主な漁場（聞き取り調査による） 

 

(3) 少数民族・先住民族 

少数民族または先住民族（ICCs：Indigenous Cultural Communities 及び IPs：Indigenous Peoples）グ

ループは、ダバオ川上流域における重要なステークホルダーである。以下に示す 5 グループが 6 か

所の先祖伝来領域（Ancestral Domains）に居住している。居住区域は主に北部の山岳地と西側アポ

山のすそ野である（図 2.3.4）。 

 Ata 
 Klata/ Giangan 
 Matigsalug 
 Obu-Manuvu 
 Tagabawa 
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出典: NCIP 

図 2.3.4 先祖伝来領域の分布 
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少数民族・先住民族の伝統的土地所有は、RA 8371：“先住民族法、1997”で認められており、NCIP
のサポートの元、先祖伝来領域の持続的開発及び保護計画（ADSDPP: Ancestral Domain Sustainable 
Development and Protection Plan）を作成し、水域、森林の保全、管理を行っている。この地域（“少

数民族・先住民族が伝統的に生活を営んでいる地域”として、NCIP が先祖伝来領域所有証明（CALT: 
Certificate of Ancestral Land Title）に指定する4）で、洪水対策を含めて、全ての開発事業を行う際

は、上記計画に基づきアクションプランを作成、少数民族・先住民族グループ/委員会との調整、合

意形成が求められる。また、NCIP が発行する前提条件充足説明書（CP: Certification of Precondition）
が求められる。表 2.3.3 は、各少数民族・先住民族のプロファイルを概括している。 

表 2.3.3 少数民族・先住民族グループの概要 

少数民族・先住民
族グループ 人口 (千人) 面積(km2) 主要な生計手段 

Ata 14.1 876.7 Farming, hunting, fishing, carpenter 
Klata/ Giangan 3.7 68.4 Farming, plantation workers 
Matigsalug - 877.0  
Obu-Manuvu 22.4 351.7 Farming, plantation workers, fishing, hunting 
Tagabawa 14.4 239.8 Farming, carpenter, laborer 

出典: 各少数民族・先住民族の Ancestral Domain Sustainable Development and Protection Plan  
 

(4) 住民移転、非正規住民 

図 2.3.5 は、ダバオ市内の非正規住民（ISF：Informal Settler Family）の居住状況を示している。現

時点で、約 6 万軒の非正規住民が確認されている（ダバオ市、NAMRIA）。 

 
4 CALT とは別に、あるいは加えて CADT（Certificate of Ancestal Doamins Title、伝統的に土地及び自然資源を

利用している旨の証明）を発出し、開発を規制する場合もある。 
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出典：ダバオ市、NAMRIA 

図 2.3.5 非正規住民の居住地域 

非正規住民の居住区は、河川沿いや海岸部に多く見られ、公共開発、防災の観点から、ダバオ市で

は 1992 年に政令を発し、移転を決めた。その際、同年より前に居住している世帯に対しては、所

有構造物に対する補償、生計回復支援、また、移転地及び住居の提供を表明している。しかし、1992
年以降も非正規居住は増加の傾向にあり、本来規制を担うバランガイがうまく機能していないと

思われる。要因の一端として、中央政府からのバランガイへの予算配分が、人口に比例しているこ

ともあり、流入規制を厳格にできないと言われている。 

なお、本プロジェクトで計画したマスタープランの事業による、ISF を含めた移転規模は表 2.3.4
に示すとおりである。ダバオ市提供の GIS データおよび Google Map やドローンによる航空写真か

ら判別した構造物の数を示したものであり、被影響世帯/人数は、今後の F/S その他の調査で推定

する。 
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表 2.3.4 治水対策事業における移転数の規模 

対象地域 
外水対策 

雨水排水対策 海岸災害対策 
ダバオ川 タロモ川 マティナ川 

移転建物数 1) 約 1,6002) 約 160 約 210 10軒 基本的になし 

1) 構造物の建屋数を表すものであって、必ずしも移転世帯を示してはいない。 

2) 事業別では：拡幅約 1,400 建物（ショートカット区間の 45 建物を含む）（地役権区域を含むと約 3,500 建物）、 

遊水地約 200 建物 
出典：プロジェクトチーム 
 

(5) 観光 

ポピュラーな自然観光地は、フィリピンワシ研究センター、クロコダイルパークとバタフライガー

デン、およびマラゴスで、年間 12 万人以上の観光客が訪れている。多くのビーチリゾートが沿岸

部および対岸のサマール島に点在している。ダバオ市、各 LGU ではエコツーリズム促進の調査を

行っており、CPDO は少数民族・先住民族による持続的エコツーリズムへの利用を規定した保全林

の設定を行っている。 

ダバオ市内には、世界遺産の登録はないが、フィリピン国家歴史委員会（National Historical 
Commission of the Philippines）が、ダバオ市役所、Andreas Bonifacio 像（Toril 地区事務所）、太田恭

三郎像（ミンタル地区）やジャパニーズトンネル（タロモ地区）を文化施設として指定している。 

図 2.3.6 に、市内の観光資源の分布状況を示している（図中赤円は上記の４施設）。 
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出典: CPDO 

図 2.3.6 ダバオ市内の観光資源 

Japanese ﾄﾝﾈﾙ 

ダバオ市役所 

太田恭三郎像 

Andreas Bonifacio 像 
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(6) 産業 

ダバオ市内には約 3.15 万企業があり、企業規模別の企業数、資本金、従業員数の割合を図 2.3.7 に

示す。  

 
出典: DCPDO 

図 2.3.7 規模別の企業数、資本金、従業員数の割合 

93％以上は零細企業（平均従業員数 3 人、資本金 50 万ペソ）で、手工業、食料品製造、通商、サー

ビス業で占めている。 

主な大企業は、農産品・林産品を扱っており（例えば、Mt. Apo Fruits、Davao Fruits、Lapanday 
Agricultural and Development Corp.）、全てブハンギンに位置している。ブハンギン、カリナン、マラ

ゴスは、ダバオ市の副都心として、高等教育機関（大学等）、行政組織、病院、流通ターミナル等

の機能を有している。 

(7) ジェンダー 

“ジェンダー主流化”、あるいは、“ジェンダーと開発”は、近年、世界で共通な課題として知られ

ている。すべての開発策定過程において、男女の平等、公平な開発への参加、開発便益の公平な分

配が考慮されなければならない。ジェンダー主流化のプロセスは、制度的構造、文化や習慣の変革

により進められ、単に、ジェンダーに対する問題の解決が求められるのではなく、開発の中心的な

役割を担うものである。 

フィリピン国は、“アジアでもっとも男女平等の国”と言われ、2019 年に世界経済フォーラムが実

施したジェンダーギャップの調査（Global Gender Gap 2020）では、世界 153 カ国中 16 位、アセア

ン諸国でトップであった（日本は 121 位）。特に、社会経済への参画率の高さが評価されている。

1975 年に、大統領直轄機関として、フィリピン女性委員会（PCW：The Philippines Commission on 
Women）が設立され、省庁や自治体、国立大学等の予算の 5%以上をジェンダーイシューに充てる

ことが法律で定められており、また、ジェンダー平等の面において PCW からの承認が下りなけれ

ば予算の執行が出来ない。 

ジェンダー主流化に供する主な法制度を、表 2.3.5 にまとめた。 
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表 2.3.5 フィリピンにおける主なジェンダー関連法制度 

法制度 概要 
The Magna Carta of Women (Republic Act 
No. 9710)  

ジェンダーと開発プログラムに関わる規則。政策・プログラ

ム・計画の策定、実施、評価において、社会、政治、経済の面

での男性/女性双方への配慮を考慮し、公平な便益を求め、すべ

ての工程において適切にモニタリング・評価を行う、と規定。 

Approving and Adopting the Philippine 
Plan for Gender-Responsive Development 
(PPGD) 1995-2025 

1995 年に規定された Executive Order (EO) 273 に基づき、 
1995 年～2025 年の 30 年間の方針を規定したものであり、国家

政策において政策・プログラムレベルからの女性の参加を促進

する方策を立てている。 

The Responsible Parenthood and 
Reproductive Health Act of 2012 

人権、健康な生活へのアクセスを男女等しく享受することを規

定。 

105-Day Expanded Maternity Leave Law Duterte 前大統領が、法制度化したもので、女性の出産有給休暇

を以前の 60 日から 105 日に強化したものである。 

RA 6725 or the Prohibition on 
Discrimination Against Women 

雇用条件等に対する男女間の差別等を禁止することを規定。 

RA 7882: Assistance for Small-scale 
Women Entrepreneurs 

女性の中小企業設立の支援を規定。 

出典：プロジェクトチーム 

一方で、上記ランキングのうち、福祉・安全面のスコアは著しく低く、特に障害を持つ女性に対す

るケアが男性に比べ劣っているという傾向が顕著に表れている。また、地方のコミュニティでは依

然女性の声が届かない状況も否定できない。 

事業化のプロセスにおける、ステークホルダーとの協議では、女性の参加を促す方策も必要である。 

ジェンダーに関する国家政策に基づき、ダバオ市もジェンダー主流化に取り組んでおり、現時点で

以下の４つのプログラムを打ち出している。 

A) 統合ジェンダー開発部の設立（Integrated Gender and Development Division: IGDD） 

1997 年の市条例（City Ordinance No. 5004）に基づき設立された部局で、ジェンダー問題を包括的

に取り組むことを目的とし、各関係機関との調整、モニタリングを実施している。 

B) 特別カウンセル事務所の設置（Office of the Special Counsel on VAW: OSC-VAW) 

家庭内暴力等に対する法的支援、また、カウンセルの提供、生活改善のための研修の提供を行って

いる。カウンセラーは弁護士、医者等の資格を持つ人材より構成され、IGDD との結果の共有、連

携を図っている、また、男性に対するカウンセリングも行っている。 

C) 児童支援センター（Child-Minding Center: CMC) 

1988 年に、市政府関係者の児童の保育を目的として設立された。現在は、ひとり親世帯や低所得

世帯等、ベビーシッター等の雇用が難しい世帯に対しても支援を行っている。 
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D) 一時保護所（Ray of Hope Village） 

職場や家庭内等での束縛や暴力からの一時保護所として、2009 年に設立された、10～15 人程度の

収容能力のある施設が、20 か所ほどある。 

DPWH もジェンダー主流化について積極的な取り組みを行っており、以下の省令を整備している。 

表 2.3.6 DPWH のジェンダー主流化に関わる省令 

D.O.番号、発行年 概要 
D.O. 165、1989 
D.O. 158、1992 

ジェンダー開発部の設立、及び編成強化 

D.O. 192、2003 Designation of PREMIUMED - PMO to undertake the Implementation of the 
Projects for the Handicapped and Infrastructure Support to Gender and 
Development. 

D.O. 048、2011 道路事業におけるジェンダー主流化及び男女平等に関わるガイドライン 

D.O 093、2012 GAD に関する年報の作成と予算に関わるガイドライン 

D.O. 022、2012 ジェンダー開発に関わる委員会の設立 

D.O 015 The DPWH Committee on Gender and Development (COGAD) 

D.O 043、2015 女性開発委員会の再編成 

D.O 111、2016 人身売買、売春、強制労働等の禁止に係るガイドライン 

出典：プロジェクトチーム 
 

2.3.2 土地利用 

ダバオ市インフラ開発計画・能力強化プロジェクト（JICA, 2018）にて、現在土地利用状況として、

2017 年のダバオ市の土地利用図（図 2.3.8 参照）が作成されている。本プロジェクトでは、この

2017 年時点のダバオ市の土地利用に加え、別途収集した上流域の土地利用データを組み合わせ、

現況土地利用として扱うこととする。 
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出典：Davao City Infrastructure Development Plan and Capacity Building Project, 2018 年 6 月 

図 2.3.8 ダバオ市の現在土地利用図-全体図（2017 年） 
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出典：Davao City Infrastructure Development Plan and Capacity Building Project, 2018 年 6 月 

図 2.3.9 ダバオ市の現在土地利用図-市街地拡大図（2017 年） 

 

また、市内の主要な施設の位置を図 2.3.10 に示す。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.3.10 ダバオ市内の主要な施設の位置 

2.4 開発計画 

(1) 対象地域の居住地域開発 

対象地域では都市開発が急速に進んでおり、ダバオ川の河口から 13km から 25 km 区間の河川沿い

では大規模な居住地域開発が現在進んでいる。図 2.4.1 に示す左の図の赤線で囲まれた地域は、ダ

バオ市提供のポイントデータを基に既存・承認済みの居住地域をデジタイジングしたものである。

中心の図中、黄線で囲まれた地域は、ダバオ市から入手できた計画図面を基に既存・承認済みの居

住地域をデジタイジングしたもの。右の図のピンク線で囲まれた地域は、オルソフォトを用いて既

存の開発地域をデジタイジングしたもの、である。すなわち、赤線・黄色線・ピンク線で囲まれた

地域は既存あるいは承認済みの開発地域であり、下の図で、緑線で囲まれた地域が、居住地域とし

ての開発は未実施・未承認とみなせる地域である。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.4.1 ダバオ川下流部の既開発地域と未開発地域 

(2) 交通インフラ（道路及び鉄道）開発 

対象流域には、多くの交通インフラ開発計画が存在する。DPWH RO/DEO が実施している道路建

設の他に、対象河川を横断する橋梁をもち本プロジェクトに関係すると考えられるプロジェクト

は以下の 4 件である。この 4 件は、RDC XI によって、ダバオ地域の最重要プロジェクトと位置づ

けられている（RDC XI Resolution No. 66, Series of 2018 中の Annex B: Davao Region’s Flagship Projects, 
2019-2022 にリストアップされている）。 

表 2.4.1 最重要交通インフラプロジェクトと現状 

プロジェクト名称 *1 実施機関 *2 資金源 *2, *3 現状 *3 
A. ダバオ市バイパス道路建設プロ

ジ ェ ク ト (Davao City Bypass 
Construction Project)  

DPWH ODA (円借款)  
及びフィ国自国資金 

施工中 

B. ダバオ市沿岸道路プロジェクト
(Davao City Coastal Bypass Road 
Project)  

DPWH フィ国自国資金 
 

施工中 / 詳細設計 

ダバオ川橋（ブカナ橋）(Davao 
River Bridge (Bucana Bridge) 

DPWH ODA (中国無償支援) 及
びフィ国自国資金 

2022 年に詳細設計開始、2025 年

に終了予定。 
C. ミンダナオ鉄道プロジェクト

(Mindanao Railway Project)  
DOTr ODA Tagum-Davao-Digos 間の用地買

収が 2021 年に終了 
D. ダバオ市エクスプレスウェープ

ロ ジ ェ ク ト (Davao City 
Expressway Project)  

DPWH ODA (中国無償支援)*3 2020 年 6 月に F/S 終了、NEDA
投資調整委員会の Technical 
Board で審議中 

*1: RDC XI Resolution No. 66, Series of 2018 
*2: NEDA によるプレゼンテーション資料 (2017)  
*3: DPWH へのインタビュー 
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上記 4 プロジェクトの位置図を図 2.4.2 に示す。 

 
図中の A―D は、表 2.4.1 のプロジェクトに対応 
出典：収集データをもとにプロジェクトチームが作成 

図 2.4.2 最重要プロジェクト位置図  

上記以外に、NEDA XI のリストには挙がっていない（未承諾）案件であるが、本プロジェクトに

関係すると考えられるプロジェクトとしては以下が挙げられる。 

プロジェクト名称 現状 
ダバオ堤防道路(Davao Riverside Boulevard)  
(道路プロジェクト) 

M/P 

ダバオモノレール(Davao Monorail)  
(大量輸送機関) 

M/P 

ダ バ オ 市 河 川 道 路 開 発 (Davao City River 
Development) (道路プロジェクト) 

提案段階 

A 

B 

D 

C 
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以下に、上記に挙げたプロジェクトの詳細を示す。 

1) DPWH RO/DEO による道路整備 

ダバオ市では、DPWH RO/DEO による道路整備が盛んに実施されており、対象河川を渡河する橋

梁も新規に建設されている。対象 3 河川について建設が実施中および予定されている橋梁一覧を

表 2.4.2 に示す。 

表 2.4.2 DPWH RO による実施中および計画中の新規橋梁 

No. 橋梁名 位置 形式 橋長(m) 径間数 状況 

1 Davao River (Bucana) 
Bridge  

Davao R. 
Bgy. Bucana 

Box 
Girder 540 9 

Proposed for Funding 
Part of Davao City 

Coastal Bypass Road 
Project 

2 Davao River Bridge 3 Davao R. 
Bgy. Riverside PSGS 130 3 Proposed for Funding 

3 Davao River Bridge II Davao R. 
Bgy. Tigatto PSGS 120 3 On-going 

4 Lower Fatima Bridge Davao R. 
Bgy. Pangyan PSGS 100 3 Proposed for Funding 

5 Talandang Bridge Davao R. 
Bgy. Talandang PSGS 125 3 Proposed for Funding 

6 Dalagdag Bridge Davao R. 
Bgy. Dalagdag PSGS 90 3 On-going 

7 Matina Aplaya Bridge 
Matina R. 

Bgy. Matina 
Aplaya 

PSGS 45 1 Proposed for Funding 

8 Matina Pangi Bridge 1 Matina R. 
Bgy. Matina Pangi PSGS 40 1 On-going 

9 Matina Pangi Bridge 2 Matina R. 
Bgy. Matina Pangi PSGS 30 1 On-going 

10 Talomo-Matina Bridge  Matina-Talomo R. 
Bgy. Talomo 

Box 
Girder 660 11 

On-going 
Part of Davao City 

Coastal Bypass Road 
Project 

11 Mintal Bridge Talomo R. 
Bgy. Mintal PSGS 45 1 On-going 

出典：DPWH RO XI 
注：後述の C)ダバオ市沿岸道路プロジェクトで予定する橋梁を含む。 

 

2) ダバオ市バイパス道路建設プロジェクト（Davao City Bypass Construction Project） 

Panabo 市から Sirawan までをダバオ市街地北部を通って結ぶ、約 45 ㎞の国道建設プロジェクトで

ある。南部と中部区間がパッケージ I で約 28.8 ㎞、北部区間がパッケージ II で約 15.8 ㎞であり、

パッケージ I は円借款で、パッケージ II はフィ国政府予算で実施される。 

本プロジェクトの関連では、パッケージ I 区間で、表 2.4.3 の構造物が 3 河川に計画されている。 
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表 2.4.3 対象河川に係る構造物計画 

橋梁
No. 

河川/谷
位置 
(Sta) 

河川名 設計流量 
(m3/sec) 

詳細設計でのコンサルタント照査結果 

見直し後
の橋梁長

(m) 
径間(m) 見直し後の

構造形式 

I-9 11+587 タロモ川 100 87 3 (26+35+26m) PSCG 
II-2 12+300 タロモ川 856 105 4 (22.5+30+30+22.5m) PSCG 
II-5 17+096 マティナ川 No data - - Box Culvert 
II-6 17+763 マティナ川 No data - - Box Culvert 
II-7 18+429 マティナ川 No data 280 7 (7x40m) PSCG 

II-8 L 
18+837 マティナ川 No data 

136.5 6(18.25+4x25+18.25m) PSCG 
II-8 R 161.5 7(18.25+5x25+18.25m) PSCG 
II-9 22+950 ダバオ川 2,645 200 5 (5x40m) PSCG 

出典：Table 2.5 & 2.6 of Monthly Report No.29 (May 2019), Consulting Services for the Deailed Design and Tender 
Assisntace of The Davao city Bypass Construction Project (South and Center Sections) (LA No. PH-P261), provided by 
DPWH-UPMO-RMC1 

 

3) ダバオ市沿岸道路プロジェクト（Davao City Coastal Bypass Road Project） 

ダバオ市の海岸線に沿った延長距離約 12 ㎞の道路建設プロジェクトであり、現在 DPWH Region 
XI の地方事務所（RO）によって将来区間の設計と並行して工事が実施中である。対象 3 河川の河

口には橋梁が設置される予定となっており、タロモ・マティナ川の河口に設置予定の橋梁は橋長

660m で橋脚数は 10 脚の桁橋であり、ダバオ川の河口に設置予定の橋梁は、現在はまだコンセプト

デザイン段階であるが、橋長 470m で橋脚数は 5 脚のエクストラドーズド橋である。 

4) ミンダナオ鉄道プロジェクト 

ミンダナオ島内各都市を結ぶ全長 1,532 km に及び鉄道建設計画（図 2.4.3 参照）であり、本プロ

ジェクトには、Tagum-Davao-Digos (MRP-TDD)を結ぶ 102 ㎞の区間が関係する。本区間は、プロ

ジェクト全体を 3 区分したうちの最初の区間となり、本区間の用地買収は 2021 年に完了した。想

定される建設ルートは、ダバオ川の河口から約 14 ㎞の地点でダバオ川を渡河し、マティナ川およ

びタロモ川を東西に横断する。鉄道は単線が予定されている。 
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出典：https://www.facebook.com/MindanaoRailway/（左）、ダバオ市（右） 

図 2.4.3 ミンダナオ鉄道プロジェクト概念図（左）および対象地域区間想定ルート（右） 

 

5) ダバオ市エクスプレスウェープロジェクト（Davao City Expressway Project Davao Expressway） 

既存道路上の高架道路と新規道路との組み合わせによる道路建設プロジェクトである。2017 年に

事前 F/S 調査が実施され、2018 年 12 月より F/S が開始、F/S は 2020 年に終了し、2022 年 6 月時点

で、NEDA 投資調整委員会の Technical Board による審議が継続している。ダバオ川を横断する橋

梁が数本計画されているが、担当コンサルタントへのインタビューでは、いずれも高架橋であり、

洪水管理の面では十分な余裕高が確保できるはずとのことであった。 

6) ダバオ堤防道路（Davao Riverside Boulevard） 

ダバオ市インフラ開発計画・能力強化プロジェクト（JICA, 2018）で提案されたダバオ川両岸の道

路建設計画であり、河川のショートカットも含んだものとなっている。図 2.4.4 にコンセプトを示

す。 

堤防と連続した道路構造が計画されており堤防の管理用道路が未検討であることと 1.2 千人の移

転が想定されることが課題である。 

 

0  2.5  5km 

0      100     200km 
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注：PUD (planned unit development：計画地区開発) 
出典：Davao City Infrastructure Development Plan and Capacity Building Project, 2018 年 6 月 

図 2.4.4 ダバオ堤防道路（Davao Riverside Boulevard）のコンセプト 

7) ダバオモノレール（Davao Monorail） 

韓国企業が提案しその後中国投資家による再提案も行われたとされる市内のモノレール建設プロ

ジェクトである。未承諾提案との位置づけで、ダバオ市へのインタビューでは、現在までに特に進

展は見られない、とのことである。 

0       1      2km 
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8) ダバオ市河川道路開発 

2016 年後半の調査結果を基に 2017 年 2 月に韓国企業が提案したとされるダバオ川下流両岸の道路

建設計画である。未承諾提案との位置づけで、ダバオ市へのインタビューでは、現在までに特に進

展は見られない、とのことである。 

(3) 流域管理及び水資源開発計画 

DENR は、2015 年にダバオ川流域管理・開発計画を策定し、本計画の中で 15 年先を対象に必要な

対策および資金が検討されている。その中で本プロジェクトに関連するインフラ整備として、灌漑

システム、遊水地、水力発電所の整備が挙げられている。 

灌漑システムについては、約 1,250 ha の面積をもつ計 13 のシステムの整備が提案されている。す

べてのシステムが整備されれば、流域内において最大 17,208 トンの米の年間生産が加わると試算

されている。灌漑システムの整備により、土地利用条件の変化による流出率の変化などの影響が考

えられるため、計画策定時に考慮する必要がある。 

遊水地については、5 つのサイトが提案されており、早期の実施が推奨されている。実施のために

は、土地利用状況の調査やフィージビリティ調査の実施が必要であると提言されている。5 つのサ

イトのうちの 1 つのサイトは、本プロジェクトの M/P において提案する遊水地と同じ箇所に位置

している。本サイトにおける遊水地建設のためには 315 百万ペソの資金が必要と試算されている

が、その後の具体的な検討や調査は行われていない。本プロジェクトの F/S 実施段階における関係

機関や地域住民との協議の中で、これらの進捗は確認されず構想段階で止まったものと推察され

るため、本プロジェクトとの重複は生じないと考えられる。 

水力発電所については、ダバオ川中流部に位置する Lamanan バランガイにおいて、民間企業が建

設のための調査を実施中と報告されている。160 MW の発電が想定されており、17,748 百万ペソの

資金が必要と試算されている。また、50MW 以上の発電能力を有する発電所の建設が予定されてい

るため、本事業は「環境上クリティカルな」事業に該当するため DENR の手続きに則った本格的

な環境影響評価調査の対象事業である。また、フィリピン水法に準拠し、環境流量として、ダバオ

川からの分水地点で最低 4.5m3/s（当該計画での算定値）の流量が確保される予定である。本水力

発電所はダバオ川中流部に位置する Lamanan バランガイにおいて計画されており、本プロジェク

トの保全対象区域外に位置するため、直接的な影響は生じない。本プロジェクトの F/S 実施段階の

2022 年時点では、衛星画像で確認したところ、計画されたエリアにおいて水力発電所の建設は開

始されていない。 

(4) 将来土地利用 

ダバオ市インフラ開発計画・能力強化プロジェクト（JICA, 2018）にて、2045 年を目標とした将来

土地利用計画（図 2.4.5）が作成されている。本プロジェクトにおける将来土地利用条件の設定は、

これを参照して行った。同プロジェクトにおいて推定されたダバオ市のバランガイ別将来人口分

布を図 2.4.6 に示す。 
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出典：Davao City Infrastructure Development Plan and Capacity Building Project, 2018 年 6 月 

図 2.4.5 ダバオ市の将来土地利用計画（2045 年） 
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出典：Davao City Infrastructure Development Plan and Capacity Building Project, 2018 年 6 月 

図 2.4.6 ダバオ市のグロス人口密度比較（左：2015 年、右：2045 年） 
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2.5 地形・河川測量 

本調査の MP/FS 調査を実施するために必要な河川、地盤高、市内排水路、汀線、深浅データ等を

取得するために、地形・河川測量及び河床材料調査を実施した。本作業は、現地測量会社に再委託

され 2019 年 1 月から 5 月まで実施された。調査対象地域を図 2.5.1 に示す。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.1 プロジェクト対象地域 

(1) 利用可能な既存の地形図と関連測量データの収集 

地形・河川測量を実施する前に、既存の地形図、オルソフォト画像、地上基準点、水準点、海図、

潮位観測データおよびデータに関する情報は国家地図資源情報庁（NAMRIA）から収集され、

LiDAR データはフィリピン大学から収集された。収集されたデータのうち、以下の既存の地図と

調査データおよび情報は、地形調査および河川調査、再委託契約の委託事項の作成、およびプロ

ジェクトにおける GIS データベースの作成に使用されている。 

1) 縮尺 1/50,000 デジタル地形図 

調査対象地域全域をカバーする縮尺 1/50,000 地形図デジタル地形図は、2010 年～2013 年に

NAMRIA/JICA により作成された。その後、この縮尺 1/50,000 地形図デジタル地形図データは、2013
～2018 年 NAMRIA により再編集された。調査対象地域全域をカバーしている。デジタル地形図の

情報は、以下の通り。 

0   15  30km 
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出典：NAMRIA 

図 2.5.2 1/50,000 地形図（ダバオ） 

表 2.5.1 1/50,000 地形図の情報 

 地形図情報 

作成機関 NAMRIA/JICA 
作成年月 2013～2018  
作成手法 衛星画像を用いた数値図化 
座標基準 PRS92 
地図座標系 PTM 座標（ゾーン５） 
標高基準 フィリピン平均海面 
縮尺 1/50,000 
範囲 調査対象地域全体 
等高線 主曲：20m、間曲：10m 

精度 平面位置：地図上で±0.2mm 
標高：等高線の半分 

図面枚数 4014-1, 4014-4, 4015-1, 4015-2, 4015-3, 4015-4, 4016-2, 4016-3, 
40164, 4114-4, 4115-4, 415-3=12 図面 

データ内容 主曲：20m、間曲：10m 
GIS 構造化済みデジタル地形データ、デジタルオルソフォト 

データ形式 DWG ファイル、Shape ファイル 

出典：プロジェクトチーム 
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2) IFSAR データ 

NAMRIA が 2013 年に縮尺 1/10,000 地形図作成のために実施した航空 IFSAR データが調査対象地

域全域をカバーしている。IFSAR データの情報は、以下の通り。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.3 IFSAR 範囲図 

表 2.5.2 IFSAR データの情報 

 画像図情報 

作成機関 NAMRIA 
作成年月 2013 年  
作成手法 航空合成開口レーザ測量 
座標基準 PRS92 
地図座標系 PTM 座標（ゾーン５） 
標高基準 フィリピン平均海面 
縮尺 1/10,000（適応） 
範囲 調査対象地域全体 

データ内容 DSM/DTM：数値標高モデル（2mx2m）、ORI:デジタルオル

ソフォト 

精度 DSM/DTM：0.01m 
ORI:1m 

データ形式 GEOTIFF ファイル、PRJ ファイル, BIL ファイル 

出典：プロジェクトチーム 
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3) LiDAR データ 

UP/DOST が 2013 年に実施した航空 LiDAR 測量のデータが調査対象地域の 3 河川下流域をカバー

している。LiDAR データの情報は、以下の通り。 

 
出典：フィリピン大学（UP） 

図 2.5.4 LiDAR 範囲図 

表 2.5.3 LiDAR データの情報 

画像図情報 

作成機関 フィリピン大学・DOST フィリピンドリームプロジェクト (UP-
DREAM) 

作成年月 2013 年 
作成手法 航空レーザ測量 
座標基準 PRS92 
地図座標系 PTM 座標（ゾーン５） 
標高基準 フィリピン平均海面 
縮尺 1/10,000（適応） 
範囲 ダバオ川、マティナ川、タロモ川下流域 
データ内容 DSM/DTM：数値標高モデル（2mx2m）、デジタルオルソフォト 
データ形式 GEOTIFF ファイル、JPG ファイル,  

出典：プロジェクトチーム 
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4) 基準点・水準点 

本調査で測量作業に使用したダバオ市周辺の基準点・水準点は、NAMRIA 地図・測地部が設置し

ている。基準点・水準点の情報は、以下の通り。 

 
出典：NAMRIA 

図 2.5.5 基準点・水準点の位置図 

 

 
出典：NAMRIA 

図 2.5.6 基準点・水準点の記述 
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表 2.5.4 基準点・水準点の情報 

基準点・水準

点の情報 

作成機関 NAMRIA 

作成年月 基準点：2011～2018 年 
水準点：2015～2016 年  

作成手法 基準点：GNSS 測量 
水準点：直接水準測 

座標基準 PRS92 
地図座標系 PTM 座標（ゾーン５） 
標高基準 フィリピン平均海面 

データ内容 基準点：点の記、座標データリスト 
水準点：点の記、標高データリスト 

データ形式 Excel ファイル、DWG ファイル, PDF ファイル 

出典：プロジェクトチーム 

表 2.5.5 基準点のリスト 

NAMRIA 
基準点 北緯（ｍ） 東経（ｍ） 所在地 

DVS-70 783,460.709  776,600.888  Brgy. Sto. Nino, Davao City, inside the elem. School 
DVS-3543 784,347.394  789,308.856  Brgy. Poblacion, Davao City, near an open canal along Loyola St. 
DVS-3544 786,040.219  787,960.339  Brgy. Buhangin, Davao City, at Spring Valley Subdivision 
DVS-3599 794,311.554  782,671.772  Brgy. Mandug, Davao City, near the chapel of Sitio Lapoy 
DVS-4039 779,791.766  784,187.904  Brgy. Matina Aplaya, Davao City, at Alpha Homes Subdivision 

DVS-4060 784,405.654  778,881.546  Brgy. San Gabriel Village, Calman, Catalunan Grande, Davao City, near the 
mini bridge 

DVS-4067 773,628.613  771,552.385  Brgy. Binugao District, Davao City, inside NRDD Elem. School Compound 
DVS-4535  773,484.696  773,951.078  Brgy. Sirawan, Davao City, at Sirawan Elementary School 

出典：NAMRIA 

表 2.5.6 水準点のリスト 

NAMRIA
水準点 緯度 経度 標高（m） 所在地 

DS-01 7°3'45" 125°35'50" 5.677 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Matina, 
at Ateneo de Davao High School Department 

DS-04 7°3'34" 125°34'1" 7.922 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Matina 
Pangi, near Matina Bridge 

DS-05A 7°3'40" 125°33'49" 6.6936 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Matina 
Pangi, near the waiting shed at the corner of Tahimik Avenue 

DS-07 7°3'28.6" 125°32'56.4" 6.1472 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Talomo 
(Pob.), near Talomo Bridge 

DS-08 7°3'10" 125°32'37" 5.1115 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Ula, near 
Davao Ice Plant 

DS-16A 7°0'47" 125°29'24" 11.7718 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Toril 
(Pob.), near Gaisano Mall 

DS-21A 6°58'9" 125°28'38" 11.7625 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Binugao, 
near Southern Feed Mill Corporation 

DS-116 N/A N/A  4.1352 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Lanang, 
near Veterans Kris Monument 

DS-121 7°8'56.6" 125°39'36.6" 2.5321 Province of Davao Del Sur, City of Davao, Barangay Panacan, 
near Davao Lions Club 

出典：NAMRIA 

上記の NAMRIA の基準点・水準点データは、本調査の地形・河川測量の座標基準・標高基準に用

いている。 
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5) 海図 

ダバオ湾の海図は、NAMRIA 海図部が 1991 年に製作している。海図の情報は、以下の通り。 

 
出典：NAMRIA 

図 2.5.7 100,000 海図（ダバオ湾） 

表 2.5.7 100,000 海図の情報 

海図情報 

作成機関 NAMRIA 
作成年 1991 年 
作成手法 深浅測量 
座標基準 PRS92 
座標系 WGS 84 
基本水準面 MLLW 
縮尺 1/100,000 
範囲 Northern Part of Davao Gulf 
等深線 10m、200m、1000m 
データ内容 図面 No. INT 5739 
データ形式 紙データ 

出典：プロジェクトチーム 
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6) 験潮データ 

ダバオ湾の験潮データは、NAMRIA海図部により 1948年から観測されている。験潮観測の情報は、

以下の通り。 

 
出典：NAMRIA 

図 2.5.8 験潮観測データ 

表 2.5.8 験潮観測の情報 

潮位情報 

作成機関 NAMRIA 
観測年月 1948～現在 
観測手法 水面観測 

験潮所 
旧験潮観測所（1945～2017）：Sasa Wharf フェリーポート 
新験潮観測所（2017～現在）：東部ミンダナオ海軍基地 

基本水準面 
・フィリピン平均海面：M.S.L. 
・Zero Staff Level =M.S.L.-2.02m  
（M.S.L.シリーズ：1970～1988 年シリーズ） 

データ形式 Text データ 

出典：プロジェクトチーム 

 

2.5.1 地形・河川測量の概要  

(1) 地形・河川測量作業と数量 

全ての地形・河川測量は、プロジェクトチームの監督下、再委託契約書の工期、条件、要求と技術

仕様書に従って SRDP Consulting Inc. 社により、実施されている。技術仕様書は、JICA の「海外測

量（開発調査用）作業規程（1982 年、 JICA）」に従い作成されている。本委託作業は、以下の測

量作業と数量から成る。 
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表 2.5.9 作業項目と作業量（地形・河川測量） 

 
出典：プロジェクトチーム 
 

2.5.2 基準標高の調査  

ダバオ市の国道沿いに設置された NAMRIA 測地部の水準点 DS116 とダバオ験潮所に設置された

NAMRIA 海図部の 1970-1988 シリーズの平均海面標高を持つ水準点 BM GNSS, BM CP2, BM 
CP3,TGBM 間の標高値を確認するために検査測量を行った。点検測量は、2019 年 5 月 5 日に実施

した。検査測量の結果は、以下の通り。 

  
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.9 ダバオ潮位観測所と DS116 の写真 
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検査測量は、水準測量により NAMRIA ベンチマーク DS 116（elevation：4.1352m）から NAMRIA
潮汐観測所の BMs に対して行った。その水準測量の結果、その標高差は 0.018 m(18mm)で再委託

契約書の作業規定に記載されている水準測量の許容誤差（40mm√5km（観測距離）＝89mm）以内

であった。この検査測量の結果から、両ベンチマークの標高に差があることは確認されていない。

また、NAMRIA マッピングと測地局の NAMRIA のベンチマークと NAMRIA の水路部のベンチ

マークは同じ平均海水面（MSL：1970-1988 シリーズ）を使用していることも NAMRIA から確認

されている。 
表 2.5.10 点検測量の成果 

NAMRIA 水準点 
標高 (1970～1988 年シリーズ) 

標高差(m) 
NAMRIA の標高(m) DS 116 からの標高(m) 

DS116 4.1352 4.1352  
NAMRIA 験潮水準点    

GNSS BM 2.9015 2.886 0.015 
BM CP2 1.5656 1.545 0.021 
BM CP3 2.8337 2.813 0.021 
TGBM 2.4839 2.47 0.014 
    Average 0.018 
出典：プロジェクトチーム 

 

2.5.3 地形測量（地盤高測量） 

地盤高測量は、ダバオ川流域、マティナ川流域、タロモ川流域をカバーする UP/DOST の LiDAR
データ及び NAMRIA の IFSAR データの地盤高標高（90 点）を確認するために実施された。また、

地盤高測量（スポット測量）データを用いて UP/DOST の LiDAR データ及び NAMRIA の IFSAR
データを調整し、プロジェクトの基礎データとして使っている。地盤高測量の範囲図と 90 点のス

ポット測量の位置図、測量手法及び成果品等の情報は、以下の通り。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.10 地盤高測量の範囲図と 90 点のスポット測量の位置図 

(1) スポット測量 

GNSS 測量と水準測量から成るスポット測量は、90 点のスポットの座標値と標高値を得るために

行われた。スポット測量により構築された GNSS 基準点網及び水準測量網は、以下の通り。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.11 GNSS 基準点網（左）及び水準測量網（右）の位置図 

0      5km 

0 5km 0 5km
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(2) 成果品 

1) 調整済み LiDAR データ及び IFSAR データ 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.12 調整後の IFSAR データ（左）及び LiDAR データ（右） 

2) スポット座標・標高リスト 

表 2.5.11 スポット点の座標・標高リスト 

   
出典：プロジェクトチーム 

0   5km 

0   5km 
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2.5.4 河川測量   

ダバオ川（河口から上流に 23km）、マティナ川（河口から上流に 13.5km）、タロモ川（河口から上

流に 11km）において河川横断杭設置（96 点）、河川縦断測量（縦断延長：47.5km）、河川横断測量

（96 断面）及び UAV 測量（40km2）から成る河川測量を実施した。河川測量の位置図、測量手法

及び成果品等の情報は、以下の通り。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.13 河川測量の位置図（縦断測量、横断測量及び UAV 測量位置を含む） 
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(1) 河川横断杭設置 

ダバオ川（河口から上流に 23km）、マティナ川（河口から上流に 13.5km）、タロモ川（河口から上

流に 11km）の各河川 500m ピッチに横断杭 96 点を設置した。横断杭の設置は、GNSS 測量と水準

測量により行われ、横断杭の座標値と標高値を得た。横断杭の位置と高さの精度は、以下の通り。 

・座標の精度 ：1/8,000 (NAMRIA の基準点より、閉合 GNSS トラーバース)  
・標高の精度 ：40mm√km（NAMRIA 水準点より、往復） 

(2) 河川縦断測量 

河川縦断測量は、ダバオ川（河口から上流に 23km）、マティナ川（河口から上流に 13.5km）、タロ

モ川（河口から上流に 11km）の河川センター縦断面の座標値と標高値を得るために行われた。河

川縦断位置は、図 2.5.6 河川測量の位置図に示された通り。縦断杭からの位置と高さの精度は、以

下の通り。 

・座標の精度： 陸部：±3cm (横断杭より)、水路部：±5cm(横断杭より) 
・標高の精度： 陸部：±3cm (横断杭より)、水路部：±5cm(横断杭より) 

(3) 河川横断測量 

河川横断測量は、ダバオ川（46 断面、幅 200m）、マティナ川（28 断面、幅 100m）、タロモ川（22
断面、幅 100m）の河川横断面及び橋梁（16 断面、幅 100m～200m）の座標値と標高値を得るため

に行われた。横断位置は、図 2.5.6 河川測量の位置図に示された通り。横断杭からの位置と高さの

精度は、以下の通り。 

・座標の精度： 陸部/±3cm、水路部/±5cm 
・標高の精度： 陸部/±3cm、水路部/±5cm 

(4) UAV 測量 

UAV 測量は、ダバオ川（河口から上流に 23km）、マティナ川（河口から上流に 13.5km）、タロモ川

（河口から上流に 11km）の河川センターから両岸 500m をカバーする範囲で実施した。UAV 撮影

で取得した写真の地上解象度は、10cm で約 47.5km2 をカバーしている。オルソフォトは、UAV 写

真と地盤高測量（スポット測量）のスポット点の座標・標高データを用いて製作された。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.14 オルソフォト範囲図（河川測量） 

  

0            5km 
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(5) 成果品 

1) 縦断図 

 縦横断 始点 ダバオ川 縦横断 終点 

 

  

 

  

 
縦横断 始点 マティナ川 縦横断 終点 

 

 
 

 

 

縦横断 始点 タロモ川 縦横断 終点 

 

 
 

 

 

出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.15 ダバオ川・マティナ川・タロモ川縦断図 
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2) 河川横断図 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.16 河川横断図 

3) 橋梁横断面図及びオルソフォト図 

  
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.17 橋梁横断面図及びオルソフォト図 
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2.5.5 河床材料調査 

(1) 調査の目的と項目 

河床材料調査は、河床変動解析、土砂流量解析の基礎資料とすることを目的として、下記の項目に

ついて調査を実施した。 

・河床材料粒径調査 
・単位重量調査 

(2) 調査対象地域 

調査対象地域は、本調査の対象とする 3 河川について、概ね 1km ピッチで河床材料の採取を行っ

た。河床材料採取地点は、下記に示すとおりである。 

・ダバオ川  ：0.0km～23.0km：24 地点 
・マティナ川  ：0.0km～13.5km：14 地点 
・タロモ川  ：0.0km～11.0km：11 地点 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.18 河床材料採取地点位置図 

0         2        4km 
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(3) 作業内容 

河床材料調査は、図 2.5.18 に示した各採取地点について、河床面及び河床面から 30cm の深さにお

いて試料採取を行った。ここで、粒径が概ね 10cm を超える礫については、室内ふるい分け試験の

適用外であるため現地において礫径、質量の測定を行った。 

採取した河床材料は、米国材料試験協会 (American Society for Testing and Materials)の規格に則り試

料の乾燥を行った後、比重計を用いて単位重量の測定を行うと共に、ふるい分けにより目開き毎の

通過質量分率を測定し、試料採取地点毎の粒径分布を得た。 

(4) 調査結果 

以下に河川毎の粒径分布調査結果を示す。試料採取は、表層及び表層から 30cm の 2 箇所で実施し

ており、河床変動解析の基礎資料としては、これらを併せた結果を適用する事とした。 

ダバオ川における河床材料粒径分布及び試料土砂分類割合は、図 2.5.19 に示す通りであり、河口

から概ね 15km までは、河床材料のほとんどが粘土、シルトや砂で構成されているが、河口から

15kmより上流区間では礫による構成割合が増加している。河口から概ね 15kmより上流において、

礫が多く含まれる箇所では、D50（50％通過粒径、平均粒径）は 2～10mm、それ以外の粘土、シル

トや砂で構成されている箇所では、D50 は 0.1mm 程度である。 

 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.19 ダバオ川河床粒径分布調査結果（上）及び試料土砂分類（下） 
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マティナ川における河床材料粒径分布及び試料土砂分類割合は、図 2.5.20 に示す通りであり、ダ

バオ川のような明確な河床材料構成の変化は認められないが、河口から 4.5km 付近及び 7.5km か

ら 8.5km 付近で礫の構成比が大きくなっている。河口から概ね 5km にかけて、河床材料の構成が

粘土、シルトから砂礫に遷移しており、河口から 10km より上流区間では礫による構成割合の増加

とともに粒径が大きくなっている。河口から概ね 10km より上流において、砂礫が多く含まれる箇

所では、D50 は 1～4mm、下流側の粘土、シルトや砂で構成されている箇所では、D50 は 0.1mm 程

度である。 

 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.20 マティナ川河床粒径分布調査結果（上）及び試料土砂分類（下） 

タロモ川における河床材料粒径分布及び試料土砂分類割合は、図 2.5.21 に示す通りであり、河口

から概ね 6km を境に、河床材料の構成が変化している。概ね 6km より下流では、河床材料の多く

が粘土、シルトや砂で構成されているが、ダバオ川、マティナ川と比較すると砂の占める割合が多

い。河口から 6km より上流区間では粘土、シルトの構成割合が大きく減少し、砂や礫による構成

割合が増加している。河口から概ね 6km より上流において、砂礫が多く含まれる箇所では、D50 は

2～8mm、下流側の粘土、シルトや砂で構成されている箇所では、D50 は 0.1mm 程度である。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.21 タロモ川河床粒径分布調査結果（上）及び試料土砂分類（下） 

図 2.5.22 に単位重量調査の結果を示す。いずれの河川においても単位重量は、概ね 2.8(g/cm3)程度

であり、一般的な値よりやや大きくなっている。これは、河道内に火山活動からなる礫が多く存在

しているためと推察される。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.22 単位重量調査結果（上：ダバオ川、中：マティナ川、下：タロモ川） 
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2.5.6 市内排水路調査 

排水路横断点・インベントリ基準点の設置(50 点)、排水路横断測量（25 断面）とマンホール・カル

バートのインベントリ調査（25 ヶ所）から成る市内排水路調査は、ポブラシオン・アグダオ地区

において実施された。市内排水路調査の位置図、測量手法及び成果品等の情報は、以下の通り。 

(1) 排水路横断点・インベントリ基準点の設置 

本調査開始前に排水路横断測量 25 点とマンホール・カルバートのインベントリ調査 25 ヶ所に基

準点を GNSS 測量と水準測量により設置した。本基準点設置は、2.5.4 河川測量、（1）横断杭設置

と同じ測量手法、精度を採用した。排水路横断点・インベントリ基準点の位置図は、以下の通り。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.23 排水路横断点・インベントリ基準点の位置図 

(2) 排水路横断測量 

排水路横断測量は、25 ヶ所の各排水路横断点から GNSS 測量と水準測量により実施された。本測

量は、2.5.4 河川測量、（3）河川横断測量と同じ測量手法、精度を採用した。排水路横断測量の位

置図は、以下の通り。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.24 排水路横断測量の位置図 

0   1.4km 0   1.4km 

0   1.4km 
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(3) マンホール・カルバートのインベントリ調査 

マンホール・カルバートのインベントリ調査は、25 ヶ所の各インベントリ基準点から GNSS 測量

と水準測量により実施された。本測量は、2.5.4 河川測量、（3）河川横断測量と同じ測量手法、精

度を採用した。インベントリ調査の位置を図 2.5.25 に示す。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.25 インベントリ調査の位置図 

(4) 成果品 

1) 排水路横断図 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.26 排水路横断図 

0   1.4km 
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2) マンホール・カルバートのインベントリ調査図 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.27 インベントリ調査図 

2.5.7 汀線測量  

汀線測量は、ダバオ市南部～Coastal Road 始点までの区間（10km）、Coastal Road 建設区間（12km）

と Coastal Road 終点～ダバオ市北部（18km）において実施された。本測量は、海岸横断杭の設置

（84 点）、３次元海岸縦断測量（40km）、海岸横断測量（84 断面）、UAV 測量（40k ㎡）及び高潮

位部（84 ヶ所）・底潮位部（84 ヶ所）の底質の写真撮影作業から成る。汀線測量の位置図、測量手

法及び成果品等の情報は、以下の通り。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.28 汀線測量の位置図 

(1) 海岸横断杭の設置 

本測量開始前に、ダバオ市南部～Coastal Road 始点までの区間（21 点）、Coastal Road 建設区間（25
点）、Coastal Road 終点～ダバオ市北部（37 点）の 500m ピッチの海岸横断杭を GNSS 測量と水準

測量により設置した。本海岸杭設置は、2.5.4 河川測量、（1）横断杭設置と同じ測量手法、精度を

採用した。海岸横断杭の位置図は、以下の通り。 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.29 海岸横断杭位置図 

(2) ３次元海岸縦断測量 

3 次元海岸縦断測量は、ダバオ市南部～Coastal Road 始点までの区間（10km）、Coastal Road 建設区

間（12km）GNSS 測量と水準測量で行い、Coastal Road 終点～ダバオ市北部（18km）の区間の縦断

面は、UAV の計測により行い、海岸縦断面の 3 次元データを作成した。本測量は、2.5.4 河川測

量、（2）河川縦断測量と同じ測量手法、精度を採用した。3 次元海岸縦断位置は、図 2.5.28 汀線測

量の位置図に示された通り。 

(3) 海岸横断測量 

海岸横断測量は、ダバオ市南部～Coastal Road 始点までの区間（21 断面）、Coastal Road 建設区間

（25 断面）、Coastal Road 終点～ダバオ市北部（37 断面）GNSS 測量と水準測量で実施した。本測

量の幅は、海岸横断杭から汀線までと内陸方向に 100m である。本測量は、2.5.4 河川測量、（3）
河川横断測量と同じ測量手法、精度を採用した。横断位置は、図 2.5.28 汀線測量の位置図に示さ

れた通り。 

(4) UAV 測量 

UAV 測量は、航空機を用いてダバオ市南部～Coastal Road 始点までの （10km）、Coastal Road 建設

区間（12km）と Coastal Road 終点～ダバオ市北部（18km）で幅 1km をカバーする範囲で実施した。

航空撮影で取得した写真の地上解象度は、10cm で約 40k ㎡をカバーしている。オルソフォトは、

UAV 写真と地盤高測量（スポット測量）の網データ（座標・標高データ）を用いて製作された。 

0      4km 
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出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.30 オルソフォト範囲図（汀線測量） 

(5) 高潮位部・底潮位部の底質採取と写真撮影作業 

高潮位部 84 ヶ所・底潮位部 84 ヶ所の底質の写真撮影作業は、84 海岸横断線上において実施され

た。収集した写真とデータは、記録簿にとりまとめられた。 

(6) 成果品 

1) 3 次元海岸縦断図 

海岸縦横断 始点  海岸縦横断 終点 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.31 ３次元海岸縦断図 

0       5km 
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2) 海岸横断図 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.32 海岸横断図 

3) オルソフォト 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.33 オルソフォト図（海岸） 
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4) 高潮位部・底潮位部の底質記録簿 

   
出典：プロジェクトチーム  

図 2.5.34 高潮位部・底潮位部の底質写真の記録簿 

2.5.8 深浅測量 

ダバオ市南部～Coastal Road 始点までの区間（21 断面）、Coastal Road 建設区間（25 断面）、Coastal 
Road 終点～ダバオ市北部（37 断面）の深浅測量は、海岸横断測量の測線上で海岸横断杭から海側

に音響測深測定で実施した。深浅測量の位置図は、以下の通り。 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.35 深浅測量の位置図 
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(1) 音響測深測定 

音響測深測定は、GNSS 受信機と音響測深機を用いて実施した。音響測深測定の幅は、汀線から 250
ｍ。海岸横断杭からの横断線上の位置と等深の精度は、以下の通り。 

・座標の精度： ±10cm (横断杭より)  
・等深の精度： ±10cm (横断杭より)  

音響測深計測のデータと汀線測量で作成した海岸横断図データを用いて最終の海岸横断図（84 横

断面）を作成している。 

(2) 海図の作成 

縮尺 1/10,000 で等深線 1m の海図は、深浅測量データと UAV 測量データを用いて作成された。海

図の延長は、ダバオ市南部～Coastal Road 始点までの区間（10km）、Coastal Road 建設区間（12km）

と Coastal Road 終点～ダバオ市北部（18km）の計 40km で幅は 250m がカバーされている。作成し

た海図の面積は、10k ㎡。 

  
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.36 等深線図 
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(3) 成果品 

1) 海岸横断図 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.37 海岸横断図 

2) 海図 

 
出典：プロジェクトチーム 

図 2.5.38 海図 
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